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わが国ならびに九州・沖縄・山口地域は、“失われた 30 年”とも言われる長期低迷状態か

ら抜け出せないまま現在に至っています。九州では、全国を上回るスピードで人口減少と

少子高齢化が加速し、地域を取り巻く環境は厳しさを増しています。同時に、世界規模で

の課題も深刻化しています。気候変動や貧富の格差拡大、多発する地域紛争と安全保障の

懸念等は、九州・沖縄・山口地域の経済社会にも大きな影響を及しています。 

一方で、生成 AI やロボット、自動運転等の技術革新の目覚ましい進展は、従来の社会

の仕組みや企業のビジネスモデル、雇用や生活のあり方等を一変させる可能性を秘めてお

り、いち早く対応すれば企業の飛躍的成長や地域が抱える課題の解決につながることが期

待されます。 

このように、現在は時代の転換点に差しかかっており、VUCA と呼ばれるように、趨勢

延長では将来が見通しづらい状況に置かれています。しかし、時代の変化に翻弄されるま

まに受け身で対応していては、企業活動は後手に廻り、急速な衰退を招きかねません。地

域社会においても、今後必要とされる人材を着実に育成し、無駄な投資を回避するために

も、将来を見通した対応力が従来以上に試されることになります。 

以上を踏まえると、九州・沖縄・山口地域の経済社会が、将来にわたって活力を維持す

るためにどうあるべきか。企業や自治体は、将来を見通す眼力がかつて無いほどに試され

る時代を迎えています。そのためには、様々に生起する事象の中から、変化の本質を捉え

る必要があります。同時に、過去の大変革の時代における成功・失敗の事例に学ぶことも

重要です。それらを理解した上で、果断に行動し、自らが先頭に立ち新たな時代を切り拓

くことが求められています。 

九州経済調査協会（九経調）は、2026 年 10 月に創立 80 周年を迎えます。将来が見通

しづらい今こそ、創立 80 周年記念事業において、九経調は総力を挙げて時代の変化の本質

を見極め、九州・沖縄・山口地域の将来を展望しつつ、企業・自治体がとるべき戦略の構

築に貢献すべきと考えます。 

一方で、九経調の財政基盤は少しずつ改善してきたとはいえ、依然として脆弱です。会

員の皆様等からのご寄附を頂くことで創立 80 周年記念事業を遂行させて頂きたいと存じま

す。以上の趣旨をお汲み取りいただき、何卒、格別のご配慮とご協力を賜りますようお願

い申し上げます。 
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 時代の変革期が到来するなか、変化の本質を見定め、地域の経済社会に及ぼす影響とそ

の対応策を明らかにすることが求められており、2050 年を見据えて、九州・沖縄・山口地

域の経済社会の将来像を描き出します。 

 そのため、技術革新、人口動態、世界情勢、政策動向、さらには地域内外の具体的な事

象を多角的に分析し、変革の本質や時代の潮流を丁寧に抽出し、それらの変化が九州・沖

縄・山口にどのような影響をもたらすかを明らかにします。そして可能な限り、県別等の

より狭い範囲に落とし込んで分析することを目指します。その上で、九州・沖縄・山口地

域が活力を維持し、持続的な発展を遂げるために、企業や自治体がとるべき戦略について

提案を行います。 

 研究成果は広く公表することといたします。九州・沖縄・山口地域に所在する企業や自

治体、大学等において、自らの組織や地域社会の発展を目指した中長期戦略の構築に役立

てて頂くことを目指します。 

 

 

 

 

 

 時代の転換点にある今こそ、産業の草創期から現在に至る歴史的な変遷、特に変革期や

危機到来時における企業の対策を振り返ることが重要となります。そこで、九州の主要産

業について、これまでの歴史的な変遷を明らかにするとともに、変革期における当時の企

業・業界の成功（失敗）の要因を分析します。そのなかから、今後の産業の発展に向けた

道筋を見出します。 

 同時に、現在の九州の産業構造を踏まえつつ、技術革新や市場の変化を考察するなかか

ら、九州・沖縄・山口地域の次世代リーディング産業を展望します。 

 研究成果は広く公表することを予定しています。九州の企業や業界団体等において、こ

れからの産業の将来を展望するとともに、新たなビジネスチャンスや事業拡大のきっかけ

として活用頂き、自治体においては地域の産業振興策の立案に役立てて頂くことを目指し

ます。また、学生が学ぶ教材として大学等での活用も想定しています。 



- 4 - 

 

 生成 AI や AI エージェントの発達により、地域データ分析は“探して見る”から“問うて推

論させて導く”時代へと移行しています。前回の創立 70 周年記念事業で開発した、情報プ

ラットフォーム DATASALAD を AI 時代にマッチしたものへと進化させるため、生成 AI

による横断的な分析とレポート生成機能の実装をはかり、DATASALAD2.0（地域データ

分析 AI エージェント）としてバージョンアップいたします。 

 例えば、ユーザーが「近年の九州への観光客はどのように変化した？」「九州の食料品製

造業の最近の特徴は？」と尋ねるだけで、統計データ、ビッグデータ、地域企業の各種情

報など、DATASALAD に格納する信頼性の高い関連データを統合し、分析結果を解説す

る“対話型アナリスト”として機能させます。 

 加えて、統計データの充実を図るとともに、任意地点からの時間距離地図シミュレーシ

ョンによるインフラ整備効果の計測や、イベント等による波及効果の可視化など、新たな

情報・分析ツールを提供します。 

 DATASALAD2.0 へバージョンアップさせることで、我が国における地域分析のプラッ

トフォームとなることを目指します。そして、経営者、ビジネスパーソン、行政職員など

が実態把握や戦略立案を行う際に信頼の置けるパートナーとなるべく利便性を高めます。 

 

 

 

 創立 80 周年記念事業の成果については、九州・沖縄・山口の各地において、成果報告会

を開催します。また、寄附を頂いた企業様とは、ご要望に応じて勉強会を個別開催し、企

業様のおかれた業界を中心に今後の事業展開について意見交換の場を提供いたします。 

 また、生成 AI を実装したビッグデータ開発により、オンラインでの情報提供・情報発信

を格段に充実させ、会員の皆様をはじめ利用者の利便性向上を実現します。 
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 2025 年度 2026 年度 

   10 月 

2027 年度 2028 年度 

企画内容 
10 月理事会にて決定    

 

3 月理事会完了報告 

寄附活動 
    

Ⅰ．2050 年の活力ある九州・

沖縄・山口地域実現のための

戦略に関する研究 

   

 

27 年度末完成 

 
 

Ⅱ．九州・沖縄・山口地域の主

要産業の変遷と将来展望に関

する研究 

    

        

28 年度後半完成 

Ⅲ．生成 AI を実装したビッグ

データ分析・デジタルサービス

の開発 ～DATASALAD2.0 

    
    

28 年度半ば完成 

Ⅳ.説明会の実施とｵﾝﾗｲﾝによ

る情報発信 

    
 
 28 年度後半以降 

記念式典 
  

     26 年秋 
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■総事業費  １億２千万円 

 寄附金総額 １億０千万円 

 自己資金    ２千万円 

 

■事業費内訳       （千円） 

 

注）調査研究費：通常の事業年度には受託研究等の業務に従事している研究員が、80 周年記念事業に 

  従事するための人件費に充当 

 

 

 

Ⅰ.2050年の活力あ

る九州・沖縄・山

口地域の実現のた

めの戦略に関する

研究

Ⅱ．九州・沖縄・

山口地域の主要産

業の変遷と将来展

望に関する研究

Ⅲ．生成AIを実装

したﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ分

析・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｰﾋﾞｽの

開発

～DATASALAD2.0

Ⅳ．説明会の実施

とオンラインによ

る情報発信

国内交通費 2,090 4,400 800 600

海外交通費 0 3,500 0 0

会議費 0 0 0 300

謝金・原稿料 910 2,500 1,000 0

印刷製本費 4,000 2,000 0 800

外部委託費 0 0 38,000 1,000

調査研究費 18,000 22,600 15,200 2,300

（小計） 25,000 35,000 55,000 5,000

総計

備 考

外部協力、国内・

海外調査、WG参

加、出版

20ﾃｰﾏ、外部協力20

名程度、WG参加、

製本

ｼｽﾃﾑ外部委託、AI

開発委託、ﾋﾞｯｸﾞ

ﾃﾞｰﾀ購入・ｸﾗｳﾄﾞ利

用費

各地開催、WEB構

築

120,000
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 寄附目標額   1 億円 （総事業費は 1 億 2 千万円） 

 募集期間    2025 年 10 月～2029 年 3 月 31 日 

 寄附募集の対象 

 本会の会員及び本会の創立 80 周年記念事業の趣旨にご賛同いただける企業・個人に幅広く

呼び掛け 

 募集方法 

 会員企業への寄附金の募集活動を実施 

 本会ホームページに創立 80 周年記念事業および寄附金募集のページを設置 

 本会主催のセミナー、各種イベント等で広く案内するなど、多方面からのご支援を頂けるよ

うに取り組む 

 寄附金の取扱 

 使途指定寄附金として募集 

 会計上、指定正味財産に「特定資産（公益目的保有財産）」として透明性を確保 

 寄附金に関する税制優遇措置 

 九経調創立 80 周年記念事業に対する寄附金は、特定公益増進法人として税法上の優遇措置

を適用。所得税の控除及び法人税の損金算入限度額の特例あり 

 寄附者への対応 

 寄附者には、九経調ホームページや BIZCOLI、創立 80 周年記念事業の刊行物等に芳名録を

掲載 
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創立 50 周年記念事業（1996 年） 

事業期間・規模 1997.1～2000.3    ５億円 

事業内容 １．九経調ビルの改造 

(1)１階改造整備 

(2)書庫・電算室の再編整備 

(3)４階図書館改造整備 

(4)５階改造整備 

(5)６階改造整備 

(6)空調機器および屋上等補修 

２．情報センター機能の拡充と高度化 

(1)LAN の構築 

(2)インターネット・ホームページ －日本語版と英語版 

(3)蔵書検索データベース開発 

(4)業績一覧データベース開発 

(5)映像情報システム整備 

(6)統計情報システム整備拡充 

３．50 周年記念出版事業（九州経済社会事典） 

 

 

創立 60 周年記念事業（2006 年）   九州における実践的戦略研究機関をめざして 

事業期間・規模 2005.1～2008.3    ３億円 

事業内容 １．自主的政策研究準備金の創設 

(1)九州の自律に関する戦略的政策研究 

(2)地方行財政施策についての先進的研究 

(3)企業の実践的活動に関する研究 

(4)アジア戦略に関する自主的政策研究 

(5)地域教育・人材育成に関する実践的研究 

２．ブレーンサポートセンターの創設 

(1)ブレーンサポートセンターシステム新設 

(2)ホームページの拡充 

(3)図書館・視聴覚施設の整備 

３．60 周年九州経済特集の制作・発表 

映像による 60 周年九州経済特集の製作・発表 ～九経調の知的財産の映像化 

 

 

創立 70 周年記念事業（2016 年）   九州・沖縄・山口の未来を拓く 100 年シンクタンクを目指して 

事業期間・規模 2016.4～2020.3     １億円 

事業内容 １．九経調 70 年のあゆみ －九州・沖縄・山口とともに－ 

２．30 年後に向けた九州地域発展戦略に関する研究 

３．九州・沖縄・山口各県の未来を考えるシンポジウム等の開催 

４．ビッグデータを活用した新たな情報サービスの提供 

 

 


